
 

迎 春  

会員、皆々様の益々の御健勝と御発展をお祈り申し上げます      

本年もどうか宜しくお願い申し上げます 

 

支部だより 

◇１０月２０日 ボランティア活動(やすらぎ荘 庭園の剪定、草刈り) 

コロナ禍のため今年唯一の活動となりました。当日は好天にめぐまれて無事に作業が出来ました。多くの会員(１８

名)のご参加を頂きました。 ありがとうございました。 

     
◇１１月１０日 役員会 

・今後の支部活動について・・・コロナ禍によりグラウンドゴルフ等すべての活動は中止にすることに決定しました。 

・本部活動報告・・・清水支部長、白井副支部長から本部活動への参加報告がありました。 

・支部広報「レイ大高島通信」の発行について・・・今まで支部長が単独で作成発行していましたが、今後は編

集委員を設けた方が良いのではという意見があり、次回役員会で諮ることとなりました。また、会員にも投稿をお

願いすることになりました。 

 

本部だより 

◇１１月 つながり会報３７号冬号が発行され会員に配布済みです。 

◇１２月１４日 常任理事会 

・レイカディア大学への提案 ・・・サポートの会から今後の大学の在り方について提案されました。 

・レイカディア大学校の現況報告・・・事務局の千崎さんからコロナウィルスの感染防止に心がけながら授業を再会

した経緯と１２月１９日に今年の大学祭が「学習成果展示会」として開催される件について報告がありました。 

・審議事項 

（１）令和３年度総会日時について・・・来年度の本部総会は５月２６日１３時～草津校大教室で開催されます。 

（２）４１、４２期生の入会金免除について・・・４１期生の卒業式が来年３月２６日米原校で挙行されますが、入

会金は免除されることとなりました。 

レイ大高島通信 

レイカディア大学同窓会高島支部 
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今、世界的な新型コロナウィルスが拡がっているので、自分なりに色々と調べたり教えて頂いた事を述べてみま

す。ウィルスと言っても沢山あるそうです。良く知られているのでは、インフルエンザや天然痘が有名ですね。インフル

エンザだけでも、スペイン風邪や、ホンコン風邪等。コロナウィルスはあまり聞かなかったです。ちょうど 100 年前の大

流行は、世界中の人口が８億人の時代に 4,000 万人死者出たとの事。1918 年〜少なくとも 3 年は収束する迄

の期間が掛かったらしいですが、ハッキリした事は不明です。 

昨年の 3月に木下支部長に教えて頂いた事を一つ。南米の国ペルーを中心とした、南北に 4,000 キロのアンデ

ス山脈を治めたインカ帝国。13〜16 世紀の間繁栄していましたが、スペイン人 150〜160 人の軍隊に滅亡させら

れた原因が、天然痘ウィルスだったそうです。現在、世界の人口が 70〜75 億と聞いています。感染者が 12 月 15

日現在 7,340 万人。死者が 163 万人とか？ 新型コロナウィルス、気を付けたいですね。  

支部長 清水良秋 

会員投稿  高島市シルバー人材センター主催の剪定講習に参加して 

2020 年 11 月 24 日 高島市シルバー人材センター主催の剪定講習

を受講しました。レイカディア大学の園芸学科で剪定の授業は有りました

が、知識も実技も身につかなかったので、再度挑戦しました。 

まず、剪定のための道具、服装と心得を机上で習い、松の「不要枝き

り」、「ミドリつみ」や「もみあげ」等を実習しました。先生は 20 年以上の超

ベテランで手際よくスピーディーに教えていただきました。受講者は約 10人

で初心者から経験者まで色々ですが、いざ枝を切る時は非常に慎重で

した。仕上がりは素晴らしいものでした。 

実習場所は市役所高島支所の玄関にある松 3 本です。ここは同窓会高島支部が毎年ボランティアで手入れ

をしている所ですが、今年はコロナウィルス対策として実施を見送りました。来年は高島支所の整備で今回剪定

した松がどうなっているか楽しみです。                             38 期園芸 A 西澤幸夫 

会員投稿  防災レポート １ 

日本列島は太平洋の西側に位置し、列島内には約百カ所の活火山が有り地震や暴風雨等の災害列島で

す。災害を防ぐ「防災」はできなくても命の危険を減らす「減災」は可能です。自らの命の危険性を少なくするため

の減災について考えましょう。 

「自助・共助・公助」と言われますが公助を担当する市役所の職員の人員は市内すべての市民の世話ができ

る程はおりません。共助は自分の家族や近所の人々で助け合う事ですが、誰かに助けてもらおうと思うより自分が

周囲を助ける可能性を考えるべきだと思います。それにはまず自分自身の命を守れる身体能力が必要になります。

日頃から自身の身体能力の保持に努力しましょう。             防災士 37 期びわこ環境 川尻耕生 

 

投稿募集 

２～３ヵ月に１回発行する「レイ大高島通信」へ掲載する、会員様の投稿記事を募集しています。投稿の方法

は、地区役員に渡して頂く。若しくは、次のメールアドレス(yoshiakishimizu70@gmail.com) へよろしくお願いいたし

ます。原稿は、横書き、12 ポイントで。必ずタイトルを付けてください。写真添付も OK です。 

 

編集後記 

昨年は歴史的な新型コロナウィルスの発生により、世界中が一年近く経った今尚感染拡大が続いています。コ

ロナ時代の新生活運動も耳にしますが、我々高齢者には重症化のリスクが有って油断ができません。レイ大同窓

会高島支部の役員の方々に力強いご支援を戴いていますが、小生が非力な為に中々前へ進めない状況が続

いて居ます。木下前支部長の言葉は、「歴史あるこの支部を途絶えさせ無い様にしたい」です。会員の皆様にお

かれましては、お一人お一人がコロナへの対策と同時に本会へご支援の程、宜しくお願い申し上げます。 
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